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総会報告  

           

第 回通常総会 
2016 年 5 14 日 松 念音楽迎賓館 第 5 回通常総会 行わ  

2015 年 活動報告 2016 年 算案 業計画等 各議案 審議 承認  

年 来春 年報 創刊 向 疟行準 格 第 4 期会長選挙 行わ  

協会 活動 実 会員 皆様 支援 協力 う 願い致  

  

2016 年  運営委員 
会長 久保甤慶      運営委員 秋山裕子 橋淑和 伊藤 人 川 子 加久間朋子 桒形亜樹子 高橋 コ  

副会長 桒形亜樹子         土居瑞穂 坂甥理 廣澤麻美 森洋子 山縣万 山 子 渡邊順生 

 

● 会則等 主 改 点 

 会 い 2016 年 5 14 日 行  

再入会金 廃  

入会時 会 割 廃  

会 滞納 自動 会 方 再入会 扱 定  

 会員区 い 2017 年 4 1 日 行  

会員区 称 会員 会員 般会員 改 法人 団体会員 変更あ

会員 必要 あ 要件 廃 関わ 会 趣 方 あ

会員 う  

 会長選挙 い 年 執行 選挙 適用  

候補者 人 選挙 行わ 無投票当選  

 

● 第 期会長選挙 い  

選挙管理委員会 委員長 副嶋恭子 疟足 選挙日程等 等 知  

選挙棑 方 2016 年 4 1 日 会員 あ 方  

第 4 期会長 任期 2017 年 5 総会 2020 年 5 総会  

  

● 協会 運営 携わ い方 募集 い ！詳細 務局 気軽 問い わ い  

 

 

  会計 大 願い 
 

 協会 疠録 年会 等 振込人 義 異 家族 義 振込等 必 務局 連 い  

 持 方 疠録 い 方 疠録 願い致  

 変更 必 務局 知 い  

 助金 振込 年会 区別 う 連 い  

※ 2015 年 2016 年 年会 未納 方 疠録 あ 方 2016 年 中 振込 願い

入金 確認 い 来年 会員資格 失効 い 心当 あ 方 手

い 入金確認 年 ワ 入 会員証 郵 致  

 

  務局               務局 japan.harpsichord.society.jp@gmail .com 

 

変更 連 年会 支払い状況 関 問い わ 務局 願い致  

最新 19日付 第52号 信 い い方 連 い  

 

  例会 告 詳細 協会 参照 い          例会係 cembalo_events@yahoo.co.jp 

 

10 15 日 土 14 時〜 第 21 回例会 コ  松 念音楽迎賓館 東京  

11 10 日 木 18 時〜 第 22 回例会 器 訪  幌 教育文 会館 海  



日！2016 
 

5 14 日 15 日 世甤谷 松 念音楽迎賓館 日 協会主催 日！2016 開催  

5 回目 回 生誕 400 年 迎え 作曲家 講 コ 愛好家 方々 コ

展示販売等々 行わ 来 者 2 日間 述 151 人 数え                   伊藤 人  

 

- 日目 /14 - 

 

♪ 久保甤慶  

日 協会 年 5 開催 い

日！ 年 5 回目 う 定着 感 あ

回 生誕 400 年 迎え

据え コ 行わ  

日間 催 会長 久保甤慶 国立音楽

大学教授 歴史 現代 J.J.

私 う 長年 組 来

者 思わ 目 鱗 落 う 啓疟的 内容 あ  

2002 年 疟見

写 いう 楽譜資料 中

特別 価 高い筆写譜 内容 来歴 紹 写

譜 恐 贈 自筆

譜 直接筆写 最高傑作 目

書 傑作群 真

姿 伝え い いう点 世界 界

巻 起 あ  

い

周辺 作呜 写譜 盛 行

わ い いう 問題 い

驚 実 明

個人的 音楽 いう創作姿勢 い

派音楽 200 年近 あ う 作呜

群 前 派 領袖 言う C.P.E. 結

明 音楽史 理解 新 投

あ う               YW  

 

♪ 廣澤麻美コ  

開 瞬 間 客様 溢 気 会 期待 熱気 包

青 黄色 午 照 中

東京 楽器 Ａ． 氏製作

松 念音楽迎賓館 浩氏製作

2 楽器 用意 銀色 涼 廣澤麻美

疠 天 地 ～謡蕩う 題 コ

始  

鮮 和音 部屋中 鳴 響 音 群 操

進 曲目 哿倒的 躍動感

満 溢 演奏 披露 間 コ あ

作呜 い 興味深い あ 次 曲 対

期待 膨 次 第 1 音目 響い 瞬間

華 い い 空気 転 作曲家 人 直面 死 思い

馳 演奏 晴 日 似 い 奏者

呟 笑い 張 空気 解 い 和

親交 あ

組曲 明 旋 実 心地 い 死 悼

いう 色々 形 あ 述 演奏 入

最 真 直 天 疠

舞曲 大 拍手 包

コ 終わ 自 音楽 自己

紹 う 親 い午 TT  

 

♪ 大塚直哉コ  

à l'imitation de Mr.Froberger ～

いう 人気 博

組曲 彼 精神 引 い 人 作曲

家 作呜 集 コ 行わ 楽器 山 辺暁

彦氏製作 コ 棒甤誠 氏製作  

使用  

演奏曲 J.J. 嬢 寄

コ L. 組曲 短調 G.

組曲 長調 コ J.S. 最愛

寄 コ  短調

曲  

当日 客様 賑わ B 会

椅子 使用 盛況 席 演奏

者 真棒 果 奏者 向 い あ 通常

大塚氏 息遣い 指使い 細 表情 感

観客 自 人 向 演奏 い

う 特別 空間 演奏 楽 い う  

コ 演奏 段あ 機会 い 興味深

特 組曲 異 温 あ

音色 旋 美 堪能 最

大塚氏 溢 演奏 観客 皆前

興奮 熱気 包 コ 終了  

                         MS  

 

♪ 久保甤彰  

“ 16 世紀 疟明 いわ

当 う ？”15 世紀 わ 痕跡

存 久保甤彰氏 近年 研究 あ 中世 楽器 わ

考察 手 いう

い 日 形

い 回 講 軌跡 辿  

会 氏製作 楽器 Ａ 哫面 1440 年

基 復 実

用改訂版

置 参加者 熱心 各楽器 観

察 講 奏者 見伊代氏 演奏 行わ

夢 う 音色 楽 い  

講 資料 久保甤氏直筆 美 い年表 哫

面等 配 大模型

疠 動 見

等 見 柄 う 独特

形 い 1480 年

1489 年 祭壇画 楽器

現 大 生産 始  

久保甤氏 最 疣年戦 等 歴史背 交え

哫面 書 経緯 触 講 締 歴史 中

姿 想い 馳 時 あ  

                         

 

♪ ！ 

足 踏 入

置 解 部屋

解答用紙 筆 用 配 画面

動画 再生  

い  

生 羊 師弟愛 ？

あ 掛 い 進行 映像 問題

関係 い BGM 思考 邪魔 音楽 集中

い問題 わい 動物 映像 流 集中

異次 世界 連 い 動画 作 加屋 木山

氏 思う 翻弄 30 間 問題 内

容自体 い 真面目 愛 人



い出題 い 逆再生 音源 曲 あ 問題

手 動 和声 犯人 答え

結 探 出 推理  

思う方 協会公式 YouTube

！ 楽 い  

目指 博士！              NM  

 

♪  

年 2 日間 晴天 恵 中庭 面 窓 面 色

和 時間 演出 い 松 念音楽迎賓館

株式会社 輸入 CD

楽譜 出版物 日

協会 会員 CD 販売 出店

中 初疠 岡甤龍之 氏 加久間朋子氏 阿部等氏

大盛況 あ 吟味 コ

豆 良い香 部屋中 濃密 講義 演奏会

足 脳 心地 い休息 え 演奏家 製

作家 愛好家 交 温 新 い出会い あ

愛 者 題 尽

垣根 払い 愛 者

あ いう あ  

日目 方 懇親会 開 久保甤 工

愛

コ 協力 美味 い料理

舌鼓 う 界 疟展 願う和

会 地方 参加者 紹 う 会 通

地方 垣根 払 集い 開催 疟展 い

種 蒔 い 願う あ           NT
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- 日目 /15 - 

  

♪ コ  

恒例 コ Ａ い 日目 午前

10 時 行 わ 出演者 客様 わ 34 人

参加 あ 盛況 回 特徴

組 多 コ 加わ

曲 コ

ワ

あ 回 コ 多

加え J.S.

並 多岐 わ

い 歌 組 多

回 ＋ いう人数 限 あ

含 類 良い選択肢  

運営 困難 あ 人数 限 見直

あ い う 持 音 含 通奏 音

歌 楽器 加え あ 客

様 楽 う 例え 歌 歌詞 対訳 出

演者 前 い 入 等 工夫 良い

い い 来年 多 方 参加

楽 いコ 期待 い   AY  

 

♪ 大岩  

B 大阪 奏者 大岩

迎え コ 開 大岩

初期 鍵盤音楽 関 鋭い論考 次々疟表

い 方 あ  

コ 鍵盤曲集全 巻

誰 献呈 いう 始

伝統 え 対 法的 作呜 枢機卿 時 棑力者 新

い書法 集 演奏 作曲 優 腕前 貴

族 捧 いう 鮮 作曲家 処世 物

語 大岩 当時 語文献 紹 等

身大 作曲家像 浮 あ 見 新

い書法 い 作曲 演奏 絶え間 い相乗効果 い 

う 質 迫 言 印象 残 言い方 借  

60 演奏 音楽学 絶え間 い相乗効果 実

あ  

満員 聴衆 中 第 線 奏者

関西 東 見え 熱心 専門家 愛好家 姿 あ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方 日 初 接 方

全体 要 把握 難

い 相乗効果 心躍 う 面疢 十 味

わ い 思う            坂甥理  

 

♪ 梅津樹子コ  

梅津樹子氏 コ

開催 梅

津氏 勉強 国立地方音楽院 栄誉賞付

得 卒業 コ

自身 経験 交え 魅力あ 演

奏 良 披露  

最初 作 長調 組曲

コ 演奏

松 念音楽迎賓館

甘美 音色 梅津氏 篭 細 美 い響

杉 木 香 部屋い い 満 溢

初 耳 聴衆 あ う

鮮 温 あ 響 全員 楽 い

作 短調 組曲 演奏 作呜 憂

鬱 紛 わ 作 呛歌

いう楽章構 内側 置  

終了 いう 自身 構  

演奏 音楽 寄 添 演 

奏表現 瞑想 誘わ う 時 愉 最 

作 長調 組曲 抜粋  

コ 演奏 梅津氏 中

“ 弾 ？ 曲 弾 良い

！” 言わ あ 驚い 真

心 溢 篬敵 響 感激           MY  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



♪ 桒形亜樹子 ＆コ  

最 桒形亜樹子氏 ＆コ

～修辞学的側面 探 16 時 30

わ 並 椅子

埋 聴衆 い 楽 い わ  

表情 颯爽 疠 桒形氏 簡単 挨拶 あ

軽 演奏 披露 流 奏者 目 前 演奏 い

関わ 和 空気 流 う 雰哪気

日！ あ う 背

あい 聴衆 気 別世界  

演奏 い 譜例 載 資料 用い 修辞

学 解 熱心 耳 傾 い 方 多  

想像 立 標題 作呜

音型 疠 人物 行動 音型 照 わ 行形

行形 和音 種類 音楽 例 あ

明 協和音 痛 表 定 和音 印象 現代

聴衆 う い い  

FbWV627 手稿譜 SA4450 桒形氏 訳

26 象 象 語 部 楽器 練習 笑

い 演奏  

印 楽譜 見慣 々 作曲者 筆運

手稿譜 当時 感 感慨深い

楽 贅沢 時間 あ いう間 あ  

桃 千津子  

♪ 作 う 

日！ 年楽 参加 い 年

初 体験 部屋 入

子供 組 立 い

いう 夏休 哫画工作 思い出 あ

単純 う 思 始 意 奥 深い

簡単 組 立 う 作 い 綺

麗 集中力 戦略 必要 特 側

面 難 い 付 ワ

微妙 隙間 あい う 手 作

糊付 前 何

確認 い う 格闘 い

い 作 方 実際

製作 結構似 い 言 実際

作 難 い 疑似

体験 いう 工作 思い 以前

構 深 知 気

組 立 終え 側 装

私以 う 人 大人 参加 い 人

物 大真面目 考え

型 装 ？ 気

装 ？想像 膨 演奏 楽

手 汚 工作 いい 機会 あ 是非参

加 い                     EY  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  来年 日！2017  

 

5 13 日 土 14 日 日   

                                松 念音楽迎賓館  

 

                                    定 う 楽 ！  

 

 

 



例会 行 報告 
 

 

第 19 回例会報告 目指 ！歌う“コ ”  言 
2016/3/27  千駄ヶ谷 3F 音楽室 

 

2015 年 通奏 音講 回目 現 日

最 忙 い 思わ 通奏 音 奏者 懸甤貴嗣氏

講師 迎え コ op.5 題材

大変 用 伺い  

前半 歴史 称 コ 時代

い 16 世紀初頭 録

疠 17 世紀 う 疟展

疠 背 解 い

最近 興味深い論文 あ

論文 コ 演奏 考察 紹 当

時通奏 音 大型 楽器 コ

型 楽器 使用 い 能性 あ 調弦法

中

多種多様 演奏方法 混 い い 結局

ワ 多様性 流行 言う

いうわ  

拍 表裏 表現方法 留 和声感 う

出 体的 指 あ

方 良い反応 対応 い  

鍵盤楽器以 演奏家 例会 初 客観的

視点 持 貴 機会 思わ 是

非 う 企画 考え い 思い   桒形亜樹子  

 

“ う 形 コ ？” いう

始 歴史～コ 時代

い 多様性 い 講義  

生 共 生方

質問 大変貴 勉強 通奏 音 奥

深 色々 視点 通奏 音 学 い 大 感

 

様 機会 設 感謝 あ う

い                    Y  

半 懸甤 経験 基 い 音 言 う 演

奏希望者 募 4 応募 あ 当日 3  

参加 コ 作呜 − 楽章 指定

部 懸甤 緒 弾い コ 作  

 

 

THE 鍵盤 ！

 

第 19 回例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20 回例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20 回例会報告 コ  – 拍子 号 考察  
2016/7/16 千駄ヶ谷 F 音楽室 

 

昨秋 好評 博 久保甤慶 会長 譜法 歴史

刊行 念講演会 い 日 土 初期

拍子 号 い 行わ  

例会 総 編 理論編 回 的 実践

編 いえ 講師 福島 晴氏 歌手 指揮者 豊

演奏経験 踏 え 理論 明快 明

16 17 世紀 語文献 丹念 解釈

得力あ 質疑応答 時間

聖 祈

い 参加者 積極的 疟言 あ 大変中身 濃い例会

                 坂甥理  

 

習い始 年 経 最近 番悩 い

曲 い い う 弾 いい ？ いう

曲 え

例 う弾 以前 弾 ！

いう曲 多い 曲 弾

い い い  



ういう曲 う？ 立 う 多い  

コ い い う 拍子

数え 数え う 混乱 い

最近 YouTube 直 音源 聴

聴

う いう

い 最近 気 い コ

聞い う いう

語 わ … いう  

協会 講 大岩 生 福島 生 連

聞 混乱 解決法 考え 貴

経験 方 当時 楽譜 文献

直接引用 あ いう い 得力

あ 特 福島 生 中 あ 解 書

当時 文献 あ 最終的 自 考え

い い 感銘

私 嫌い い 解 書 類 何

冊 い う 最 落

い 福島 生 訳 序

文 ういう ！ 思え

人 いい う 解 書 いう

う 抽象的 肝心 う

抜 落 い 多い  

回 例会 実際 歌 拍子 作

曲家 触 当時 音楽 体験

実 多い時間 未消 部 多い 黒色 音符

出 段 編 期待

日 語訳 願いい ！ 金澤和子  

 

 

協会 援行 報告 

第 回 THE 鍵盤 ！  〜 あ 好 ？  
2016/7/31 松 音楽文  

 

演奏 原甤靖子 /音楽文 専属 渡辺 /松  

   桒形亜樹子 /音楽文  講 講師  

楽器展示 久保甤 工 埼玉  

 

夏休 始 間 無い晴天 土曜日 午 長 県 文

都 知 松 音楽文 い 去年 引

THE 鍵盤 ！ 主催 業 開催

“ ” 知

音響 良 定評 あ 693席 180

席 2 え

い 言わ 多数 器

い  

去年 初 試 的開催 あ 各楽器 演奏体験 内

部探検 コ 子供対象 大人対象 回

全 入 無料 行い好評 博 年 大規模

展示 調 師鈴木

日出夫氏 歴史
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定員 いう  

般解放 企画 全国的 珍
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入 松 音楽文 職員 皆様 紙面

借 心 礼申 い 息 長

い 疟展 祈 あ       桒形亜樹子  

 

夏 始 思わ 晴 終わ 高

車窓 富士山 眺 松 向 い 目的

地 松 音楽文 到着 開放的 吹 抜

入 大勢 子供 含 観客

久保甤 工 仲間

祖様 中世
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段
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氏 久保甤彰氏 解 付 贅沢
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演奏中 足鍵盤 大画面 映 出 い工夫

散 い 演奏 各楽器
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い 篬敵          高橋 コ   



寄稿 賀  

 

加久間朋子 

 

あ いう間 1年が経 昨年 4 26日に有賀のゆりさんの訃報を聞いてから、追悼文をとお話をい い の

だが、書き始めること な な 出来 時間的 忙しかった いうこ もあ け 、 の うにま めた 良い …

い 頭の中 グルグル し いた 私 賀氏 会い ほんの数年前で、教え子でもなく 深く関わったわけでもな

いもので 直接 弟子 親族 方々 申 訳 い気 い 会い 、日本でのチェンバロに関する史実に興味が

あ 色々調べていた中で、どうしてもお話を伺っ きた った ら ある 時 私 叔 詳 父 嫁

と同志社で同期 っ もので、関西にこういう方がいることは早くから聞いてお名前は存じあげていた方でもあった  

 

日本でのチェンバロに関係する方々を調べるうちに、大変素晴らしい方 あったこ に気づく。チェンバロ奏者として海外で勉強

帰国 第 1世代のお一人であっ の 。その辺りとその頃の事を伺いたく、連絡を取らせてい い 。運良く、京都の住居

を改装している間、東京に滞在さ てい の わ 、訪ねることとなった。そのような関係でお聞 日 チ

ェンバロ協会の記事として残すことが追悼の意味 も るかと感じ う 思う  

 

2011年 あった 思う。大変暑い日、

緊張しながら訪 たマンションで、大変お

優しい笑みを浮かべた 賀氏 会い

叔 逆 私 前 思い出

尋 懐 う

志社女子専門学校時代 始

叔母との思い出 伺う （叔母

はなかなか切れ者で、怖い存在 っ らし

い…知 。その後は、卒業後渡

米、オッタバイン大学音楽学部ピアノ専攻

を卒業、ノース スタン大学の大学院研

究科で音楽史を専攻したそうで、そこでバ

ロック時代の音楽に深く興味を持ったそう

である。さらにユニオン神学大学で教会音

楽 学び、一旦帰国。すぐ 1960〜

63年ドイツへ渡り ライ ルグ国立音楽

院でチェンバロをフリ ・ノイマイヤー

教授に、そして驚いたことにピアノをエデ

ィット・ピヒ ＝アクセンフェルト教授に師事したという。

その間、フンボルト奨学生として ライ ルグ大学音楽研究

科でバロック音楽 研究に従事。この当時

は船で留学 へ移動で、帰国には多くの場

所をめぐる客船 使 、忘れられ

ない思い出が多く出来たんです…というお

話は、今も氏の楽しげなお顔 共 思い出

帰国 1964年に開催したリサイ

タルを皮切りに ェ ツィ ガー  ゴール

イ、リンデ 多くの方と共演。この

頃はモ ン・ ェンバロが 頭 い 時

期でもあり 賀氏 ドイツでアクセンフ

推薦 あ 特別 1963 年

注文 楽器 ザスマン社製 16, , ,

、足ペダルではなく手動のストップの楽

器を所有し活動。その後はヒスト カ 仕

様の楽器を所有し、同志社女子大で教授と

して精力的に活動されていた。ご自分で仰

ってい こ けれ 私 演奏 特徴を

一つ挙げ とす ば、音色だと思い

なぜなら、それが一番大事だと思うのです。音に全てが表れ

るので」と。非常に印象的でした  

 

う 伺い 日 チェンバロ協会設立時期 電 京都 お宅へ訪問したりと親密な交

流が始まった。有賀氏は関西地域で最初のチェンバロ奏者として帰国したことから「ごめんなさいね、私がこういう協会を設立す

べき っ のに… あ 足が 自甥 氏 お宅に伺うと、車椅子を押してくれれば外に行けるのでお食

行 う！とお誘いく さることもあっ 。湯葉料理が大変美味だっ 体調 崩 お電話をくださり、お

願いがあるという。よくよくお話を聞くとドイツから持ち帰 たザスマンのモ ン・ ェンバロのこれからに い 、どこかで

使用、もしくは引き取ってい いて有効活用してく とこ はないかと、こ ままで 破棄しかないと大変心配しているとい

うことを話された。そこで 考え 浜松 楽器博物館 問い わ ところ、「寄贈という形 こ ら い くこ は可能で

」というお返事をい き 大変喜んでい け 。寄贈後、協会の催しで浜松 訪 際 展示 い のが、気

ではあ 。モ ン・ ェンバロ きち と修復してい き、演奏会でも使用 い くのが、有賀氏の想い っ と思う

寄贈前 賀氏 共に自宅の近くに預けてあるこのチェンバロを見に行った時に、車椅子に乗 なが 愛 うに ッ を演奏

い 有賀氏の姿は今も目に浮かぶ  

 

その後も気 が 、連絡がないな… 思った矢先の訃報であった う 会い  

どこかから その楽器のこと、何台も所有されていたオリジナルタイプの楽器 行 見 い 思う 1年経

ってしまったけれども 賀氏 短 ども中身の濃かった時間に感謝すると共にご冥福 祈 い
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